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１ 緒　言

　筆者は既に「大正・昭和戦前期全国中等学校図画教員の総覧的研究」として「(1) 直轄学校」「(2)
東京府内教員養成諸学校及び公立中学」「(3) 東京府内私立中学」を発表した。一部図画教員に関連
する発表をする機会があったため 1)，比較的調査の進んだ茨城県を (4) として発表する。
　図画教員特定に参照した基本資料は，以前と同様に『中等教育諸学校職員録』及び図画教育雑誌
の消息欄である。今回はそれに加えて茨城県立図書館及び筆者蔵の『茨城県学事関係職員録』『茨
城県職員録』も参照した 2)。以上の資料は現在，図書館等ですべての年次が収蔵されているわけで
はない。特に大正期前半と戦中期は欠落が甚だしい。ただ，これら基本資料への言及は繁雑になる
ので，必要な場合のみする。各学校や各教員固有の参照資料は本文あるいは註で言及する。また，
茨城県高等学校教育研究会美術工芸部の『茨城県高等学校　美術教育のあゆみ』( 昭和 53 年 ) も戦前・
戦後の図画・美術科教員を調査した先駆的資料として参照した。
　茨城県は学校数からすると中規模県である。周知のように幕末の水戸藩では激派と鎮派の抗争が
あり，大政奉還後はそれによって力を得た激派が水戸の実権を握る。明治維新後も暗殺などの凄惨
な状況が続き，東京等へ逃れた人も多い。そのためか，他県ではその県出身の図画教員が明治期の
師範学校や県庁所在地の中学に勤務することが多いのに対して，茨城県では師範学校及び水戸中学
に茨城県出身の図画教員はいない。なお，全国の明治期中等学校図画教員の詳細は，『近代日本美
術教育の研究　明治時代』（中央公論美術出版，平成４年）に発表した。

茨城大学教育学部美術科教育研究室（〒 310-8512  水戸市文京 2-1-1； Laboratory of  Art Education, College of 
Education, Ibaraki University, Mito 310-8512 Japan）.
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表の凡例
1. 学校名は原則として昭和 18 年３月末の呼称を採用した。
2. 掲載順は、戦前の官制順に則り師範学校、中学校、高等女学校、実業女学校、実業学校とした。

各種学校扱いの学校も男・女、普通・実業等を基準に上記の分類の末尾に掲載した。
3. 校名は以下のように略記した。中学校は中学、高等女学校は高女、女学校は女、農学校は農

工業学校は工業、商業学校は商業とした。
4. 実線は図画教員の勤務期間を示し、端が丸の場合はそこでの確実な就退任、矢印の場合は、

そこまでは勤務が確実な場合を示す。
5. 細い点線は手工・工作担当期間を示す。粗い点線は図画科設置なし、あるいは不明期間、一

点鎖線は他教科担当の期間を示す。
6. 線上の数字は、年月を示す。例えば 19.3/4 は、昭和 19 年 3 月に離任、後任の 4 月赴任を示す。
7. 線分の下に教員名 /( 卒業学校専攻 卒業年 , 文部省教員検定の略記 )/( 担当教科 ) を示した。
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8. 卒業学校の略記は以下の通り。茨城県師範学校：茨県師、東京美術学校：東美、東京高等師範：
東高師、広島高等師範学校：広高師、京都市立絵画専門学校：京市絵、女子美術学校：女美、
帝国美術学校：帝美、東京高等工業学校：東高工、京都高等工業学校：京高工、東京高等工
芸医学校、東高工芸、日本体育会体操学校：日体操。

9. 専攻の略記は以下の通り。図画師範科：図師、図画手工専修科：図手、図画研究科：図研、
西洋画科：西、日本画科：日、図案科：図案、彫刻科：彫。

10. 文部省中等学校教員検定試験は、文検と略記。合格科目の略記は、毛筆画用器画：毛用、西
洋画用器画：西用である。

11. 教科名は職員録の記載を尊重した。習字と書道は同一と思われるが、原資料記載のままとし
て統一はしなかった。各教科の略記は、以下の通りである。修身：修、国語：国、漢文：漢、
習字：習、書道：書、数学：数、幾何：幾、代数：代、地理：地、歴史：歴、公民：公、博物：
博、理科：理、裁縫：裁、遊戯：遊、農業：農、商業：商、商業美術：商美。
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２　師範学校・中学校

　1. 茨城県師範
　図画教員の勤務期間は，水城校友会『茨城県師範学校創立五十周年記念誌』（同会，昭和３年）
所収「創立以来退職及転任職員」，『茨城大学拾年史』（茨城大学 10 年史編集委員会，昭和 35 年）
所収「職員名簿」を参照した。一部，他の資料で補正した。建部元一郎が明治 19 年から大正 14
年まで間勤務する。『茨城県教育会雑誌』に図画教育に関する多くの論説を載せている。また，
水戸市近郊の出身で明治 38 年水戸中学卒業，そして明治 41 年東京高等師範図画手工専修科卒業
の一木鉄彦が大正６年に男女師範に手工科担当として赴任する。大正９年に師範専任となり，大
正 12 年頃から図画科指導も分担し始めたと思われる 3)。建部が退職してから一木が男子師範図
画科専任となる。そして手工科教員として茨城県師範学校卒で文部省中等学校教員検定試験 ( 以
下，文検と略記 ) 合格の篠崎緩が赴任する。昭和 11 年３月に東京美術学校図画師範科卒業直後
の宮沢治正が赴任する。宮沢は，その後官立茨城師範学校，茨城大学教育学部へと昭和 53 年ま
で長く勤務する。また，昭和 17 年 12 月より稲村退三が赴任する。宮沢赴任後は，東京美術学校
図画師範科出身者が続く。
　2. 茨城県女子師範
　教員の勤務期間が記された記念誌，学校史等を見ることはできなかった。最初は水戸高女と，昭
和８年から水戸第二高女が併設され昭和 22 年まで水戸第二高女と教員が共通する。明治 38 年から
大正 9 年前後まで日本画家の飯田芳文が勤務した。水戸の明治期中等学校で唯一の茨城県出身の図
画教員である。大正６年に一木鉄彦が男女師範の兼務の手工科担当として赴任する。その後，大正
９年に一木は師範専任となり，その後任として杉原豊方が赴任する。杉原の在勤は自由画運動の時
期にあたり，女子師範で自由画に近い教育を実践した。杉原，その後任の安東豊作，峰岸耐七郎は
いずれも東京高等師範学校図画手工専修科出身者であった。昭和 22 年に師範学校女子部土浦移転
にともない，峰岸は転勤し，その後任として東京美術学校図画師範科卒業の大道武男が赴任する。
　3. 茨城県青年学校教員養成所
　実業学校教員養成所，青年学校教員養成所，さらに青年師範学校と継続する。他県ではこの学校
にも図画科が設置されることもある。しかし，茨城県のこの学校に図画科は設置されず，従って図
画教員もいなかった。
　4. 水戸中学
　図画教員の勤務期間は水戸一高百年史編集委員会『水戸一高百年史』( 水戸一高創立百周年記念
事業実行委員会，昭和 53 年 ) 所収「旧職員」を参照した。明治 40 年から大正 11 年まで大橋三平
が勤務する。大橋三平は文検西洋画出身である。指導された生徒の中に画家や図画教員になる林正
三，蔭山秋穂，鈴木良三，飯田実がいた。大橋の後任は鈴木包造である。鈴木は土浦中学から茨城
県師範学校へ進み，文検毛筆画，そして西洋画に合格した人である。手工科も合格したと思われる。
ただ，やや堅い教育であったとされる 4)。在勤中に東京高等工芸学校に進学する生徒が散見される
のも，大橋三平との教育の違いかもしれない。昭和 10 年に東京美術学校図画師範科卒業直後の石
井壬子夫が赴任し，鈴木は工作科担当になった。石井は在勤中にほとんど制作しなかったというが，
就職前と退職後の作品をまとめた『石井壬子夫画集』（煥乎堂，平成２年）がある。
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　5. 夜間中学茨城弘道学院
　水戸中学内に設置された私立夜間中学であり，教員はほとんど水戸中学との兼任なのでも便宜的
にここに配置する。図画も水戸中学の石井壬子夫と鈴木包造が担当している。
　6. 土浦中学
図画教員の勤務期間は茨城県立土浦第一高等学校創立百周年記念誌編纂委員会『創立百周年記念進
修百年』所収「本校関係職員　在職期間一覧」を参照した。明治 40 年から昭和５年まで石田益敏
が勤務する。石田は浅井忠門下で明治美術学校を経て東京美術学校西洋画科撰科卒業した。土浦中
学では図案教育の実践家として知られた。そのためであろうが，確認できた範囲では在勤中に土浦
中学から東京美術学校図案科へ進学した生徒が７人いる。後述の酒泉淳も石田の指導を受けた。石
田の後任である山崎時次郎は，日本体育会体操学校を明治 41 年に卒業後，大正２年に図画科免許
を取得し図画教員となった。退職後は北相馬郡川原代村 ( 現・竜ヶ崎市 ) の村長となった。
　7. 下妻中学
　図画教員の勤務期間は為桜百年史編纂委員会『為桜百年史』( 茨城県立下妻第一高等学校創立百
周年記念事業実行委員会，平成９年 ) を参照した。粟野保次郎が明治 38 年から大正５年まで勤務
した後は，東京美術学校西洋画科卒の関精一が赴任する。関は関本町出身で水戸中学を経て東京美
術学校卒業後に北海道の私立北海中学で３年間勤務した後の赴任。下妻中学を退職直後に郷里で没
する。後任の宮崎豊は大分県出身で東京美術学校図画師範科卒業。星明は茨城県出身で文検西洋画
の合格者である。
　8. 太田中学
　図画教員の勤務期間は茨城県立太田第一高等学校同窓会『会員名簿』( 昭和 53 年 ) 所収「旧職員」
を参照した。和田義三，本多孝吉，野村邦巳と比較的短期の教員が続いた後に朝倉五郎が赴任する。
朝倉五郎は，旧水戸藩士の子で明治 35 年水戸中学を卒業し，翌 36 年 10 月に東京美術学校金工科
に入学した。翌年日本画科に転科し，明治 42 年に卒業する。静岡県浜松中学に勤務したのち，太
田中学に転勤した。朝倉五郎の後任が酒泉博である。酒泉は後述の酒泉真一の子で，酒泉淳の弟に
あたる。菊池五郎の主宰する水戸の白牙会研究所で学び，文検西洋画に合格した。酒泉の後に関口
信が昭和 15 年に赴任し，昭和 37 年まで勤務する。関口はさらに緑岡高等学校に昭和 41 年まで勤
める。
　9. 竜ヶ崎中学
図画教員の勤務期間は，創立百周年記念誌編集委員会『星霜百年白幡台』( 茨城県立竜ヶ崎第一高
等学校創立百周年記念事業実行委員会，平成 13 年 ) 所収「職員異動一覧」を参照した。竜ヶ崎中
学は明治時代から東京美術学校出身の図画教員が多い。宮内陽三，小林金治と東京美術学校図画師
範科卒の教員が続いた後に，文検出身の久保田時中が赴任する。久保田は昭和２年まで竜ヶ崎小学
校勤務で文検西洋画合格して竜ヶ崎中学勤務となる。『茨城教育』第 509 号 ( 昭和２年 1 月 ) に「近
代美術と鑑賞教育についての対話」を寄稿している。堅実な内容の論説である。
　10. 水海道中学
　図画教員の勤務期間は水海道第一高等学校『六十年史』( 昭和 37 年 ) 等の「旧職員表」を参照し
た。前項の竜ヶ崎中学と対照的に大正期以後の水海道中学には，茨城県出身で文検合格者の図画
教員が多い。明治 41 年から大正３年まで酒泉真一が勤務する。酒泉は太田中学の項で述べたよう



36 茨城大学教育学部紀要（教育科学）63 号（2014）

に酒泉淳と博の父である。酒泉真一は水戸藩士酒泉金三郎温忠の子として明治 10 年に生まれる。
酒泉家は徳川光圀によって筑前から招かれた学者酒泉弘竹軒を初代とする。幕末の酒泉家長男酒
泉彦太郎直忠 ( 正元 ) は，徳川慶喜に従い京都に行った水戸藩士集団である本圀寺党の中心的存
在であった。「酒泉直滞京日記」があり，幕末の貴重な資料である。本圀寺等は激派であったが
水戸から離れていたため無傷で水戸に戻る。激派は鎮派に弾圧されていたが大政奉還後によって
勝組となり，水戸の実権を握る。真一の父金三郎温忠も水戸の激派の有力な一員であった。温忠
は明治 32, 年から 38 年まで第三代水戸市長を務めた。その子の真一は水戸で松平雪江に絵を学
び，栗田寛の輔仁学舎にも学ぶ。東京美術学校日本画科に第二学年まで学び明治 30 年に中退す
る。明治 40 年から１年間，西茨城第一高等小学校代用教員を務めた後に水海道中学に赴任する。
酒泉の後は文検出身では山崎時次郎，山内菊次郎，関口信，上野治雄が勤務する。原田峻一は東
京高等師範の出身である。
　11. 鉾田中学
　鉾田中学の図画教員の勤務期間が記された資料を見ることはできなかった。大正 11 年の開校直
後から大正 12 年に林英夫が赴任するまでは，体操専門の大川栄次が暫定的に図画も兼坦した。林
は東京美術学校図画師範科を卒業して間もない赴任である。林の後任は文検出身の上野治雄で，昭
和２年に文検西洋画に合格した後，昭和 11 年に文検毛筆画にも合格した。
　12. 日立中学
　図画教員の勤務期間は茨城県立日立第一高等学校創立 50 周年記念事業執行委員会記念誌編集委
員会『白堊五十年のあゆみ』( 同会，昭和 53 年 ) の「旧職員」を参照した。昭和３年から昭和 19
年まで粟野羣が勤務する。粟野は「あわの・ぐん」と呼ばれているが，『茨城県職員録』( 昭和 16 年 )
では羣に「ムツブ」とルビがある。益田卯咲は昭和 17 年，高須敬司は昭和 18 年から 19 年までの
勤務は確実であるが，就退任年月は確認できなかった。
　13. 境中学
　昭和４年頃，境中学に赴任した田村信義は東京音楽学校を卒業し，音楽の教員をしながら文検西
洋画に合格した人である。野口仁は茨城県師範第二部を昭和３年に卒業して，文検西洋画に合格し
た。図画，歴史とともに音楽も担当し，戦後まで境中学に勤務した。
　14. 麻生中学
　図画教員の勤務期間は，茨城県立麻生高等学校創立七十周年記念事業実行委員会『麻生高校七十
年史』( 同校，平成 11 年 ) の巻末年表を参照した。佐々木四郎，川口忠夫，錦織保久と東京美術学
校西洋画科・油画科出身の図画教員が続く。佐々木四郎は昭和 13 年に三重県上野中学に転任し，
同校に勤務していた川口忠夫が麻生中学に赴任する。勤務校を交換した形になる。
　15. 茨城中学
　図画教員の勤務期間は，『創立二十五周年　茨城高等学校要覧』( 昭和 27 年 )，茨城高等学校同窓
会『昭和四十四年三月　同窓会名簿』，茨城高等学校五十年史編さん委員会『茨城高等学校五十年史』
( 茨城高等学校，昭和 52 年 ) を参照したが，おおよその期間しか判明しなかった。戦後赴任の田尻
清の退職年月は茨城高等学校の教示による。酒泉真一，寺門祐之，一木鉄彦と茨城県の有力図画教
員が続く。酒泉真一は水海道中学，一木鉄彦は茨城県師範の項で触れた。寺門祐之は水戸市出身で
明治 41 年に水戸中学卒業，大正３年東京美術学校日本画科卒業，南湖と号する。
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　16. 土浦常総学院中学
　常総学院中学は渡辺嘉重が明治 38 年に創立した。渡辺には『美育論』という著書がある。常総
学院中学は戦時体制が進む中，茨城県の命令で昭和 18 年 12 月に閉鎖となった。それから 40 年後
の昭和 58 年に常総学苑高等学校として復活した。そのため，戦前の資料はほとんどないとのこと
である。図画専門教員としては大正 10 年前後に土浦中学の石田益敏が講師となった。それ以外は
多教科担当の教員が多く，図画も多教科の一つとして教えられている。
　17. 育英学舎中学
北相馬郡にあった私立中学で，やはり昭和 18 年 12 月に閉鎖となった。図画専門の教員はいなかっ
たと思われる。
　18. 盈科中学
古河にあった私立中学で，常総学院及び育英学舎とともに昭和 18 年 12 月に閉鎖となった。純然た
る図画専門とは言えないが，蔭山秋穂が図画専門に近い。蔭山は水戸藩の国学者栗田勤の三男で古
河の蔭山家の養子となる。養父が経営していたのが盈科学校である。父の栗田勤は，養父の栗田寛
が完成に近づけた『大日本史』編纂を引継ぎ，明治 39 年に完成させた。蔭山は明治 43 年に水戸中
学卒業後に東京の白馬会研究所に学ぶ。昭和になってから茨城県立図書館長を務める。『水戸義公
と烈公』( 昭和 15 年 ) 等，水戸藩関係の著書がいくつかある。

３　高等女学校・女学校

　 1. 水戸高女
　図画教員の勤務期間は茨城県立水戸第二高等学校百年史編纂委員会『水戸二高百年史』( 同会，
平成 12 年 ) の「旧教職員一覧」を参照した。茨城県女子師範と兼任であった飯田芳文が大正９年
あたりで水戸高女専任となり，昭和５年まで勤務する。その後任として昭和５年に山下源作が赴任
する。ただ，山下の退任年月が同書では昭和９年６月となっている。しかし，『茨城県学事関係職
員録　昭和八年九月一日現在』に山下の名は無く，中藪だけが載っている。山下は昭和９年５月現
在の『中等教育諸学校職員録』では東京府私立名教中学の教員になっている。昭和８年３月に中藪
房が就任するので，山下はそれ以前に退任したと思われる。中藪は水戸高女の卒業生である。中藪
の後任は昭和 12 年まで女子師範の図画手工教員を務めた安東豊作である。
　2. 水戸第二高女
　昭和８年に茨城県女子師範学校内に併設校として設置された。現在の水戸第二高等学校の前身で
はない。戦後，師範学校女子部の土浦移転を契機に昭和 22 年９月に独立し，さらに昭和 23 年１月
に水戸第三高等学校になった。しかし，同年５月に水戸第二高等学校に統合された 2)。女子師範の
併設校という性格から茨城県女子師範学校の安東豊作，峰岸耐七郎が図画の担当教員である。
　3. 土浦高女
　図画教員の勤務期間は，各種職員録等から判断した。江川茂利は茨城県師範卒業生。茨城県師範
在学中に図画教員の建部元一郎に薫陶を受けたという。退任後，上京して武村と号する日本画家と
なる。江川の後任が酒泉真一である。酒泉真一については水海道中学の項で触れた。文検出身の皿
谷嘉助を挟んで，大正 15 年から戦後まで東京美術学校図画師範科出身の椎名茂雄が勤務する。椎
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名は東京美術学校を卒業後，福岡県鞍手中学，千葉県銚子高女をそれぞれ短期間勤務した後，土浦
高女に赴任した。昭和 18 年から茨城県師範と文検出身の堀越諶が図画教員として赴任する。
　4. 下館高女
　図画教員の勤務期間は，下館二高 100 年のあゆみ編纂委員会『下館二高 100 年のあゆみ』( 下代
第二高等学校，平成 12 年 ) 所収「旧職員一覧表」を参照した。大正 13 年３月に東京美術学校図画
師範科卒業直後の原口幸治郎が赴任し，同校が下館二高になっても昭和 38 年３月まで 40 年間勤務
する。原口は原口以前の図画科担当教員は断片的にしか判明しない。彼らは他教科専門で図画も兼
担していたと思われる。
　5. 水海道高女
　図画教員の勤務期間は，水海道第二高等学校の教示による。大正後期から昭和初期にかけて皆葉
ソノ，津田節と女子美術学校卒業の教員が続く。その後は茨城県師範及び文検出身の男子教員が続
く。石橋義彦は戦後，茨城県教育委員会や水戸一高に勤務し，数学教育の専門家として知られる。
文検図画も合格していて，戦前の水海道高女在勤時代は図画も担当した。早川貞誠は数少ない帝国
美術学校西洋画科の出身である。
　6. 竜ヶ崎高女
　図画教員の勤務期間は，四十周年記念誌発行委員会『龍峯　四十周年記念誌』( 茨城県立竜ヶ崎
第二高等学校四十周年記念行事実行委員会，昭和 32 年 ) 所収「旧職員一覧」を参照した。昭和 15
年に文検合格の稲田懐直が赴任するまでは図画専門の教員はいなかった。稲田は『龍峯　四十周年
記念誌』に「永年勤続表彰職員略歴」の一人として紹介されている。太田中学及び茨城県師範学校
を卒業後，小学校に勤務しながら文検の西洋画科に合格して図画教員となった。
　7. 太田高女
　茨城県立太田第二高等学校『せいほう　太田二高 70 年のあゆみ』( 同校，昭和 61 年 ) を参照したが，
特に教員についての記載がなかった。昭和初期に赴任した荒井さちは，数少ない東京女子高等師範
図画専修科の卒業生。昭和８年から太田中学の図画教員朝倉五郎が兼任となる。昭和 14,15 年頃に
女子美術学校師範日本画科卒業の山田とみ子が赴任する。それぞれの就退任年月までは確定できな
かった。
　8. 日立高女
　最初，私立助川高女として創立される。その後，東海高女，組合立東海高女を経て昭和 11 年に
県立助川高女となり，戦後さらに日立二高となる。茨城県立日立第二高等学校『六十年の回顧』( 同
校，昭和 62 年 ) には勤務期間が記されていない旧職員一覧のみがあり，就退任年月が判明したのは，
斉藤勇太郎だけである。斉藤以前は茨城県師範卒業の図画教員が多い。斉藤勇太郎は昭和 15 年太
田中学卒業後に上京して，川端画学校に学んだ。関東大震災後に茨城に戻る 6)。日立高女には昭和
15 年から昭和 40 年まで勤務する。
　9. 古河高女
　教員の勤務期間が記された記念誌，学校史等を見ることはできなかった。昭和 16 年頃赴任した
比嘉 ( 箕輪 ) 公子は女子美術学校出身。比嘉以前に図画専門の教員はいなかったと思われる。比嘉
の前に長年図画を担当した勤務した横須賀清は書記との兼務であった。ただ，書記が専門で図画も
担当する事例は全国的に珍しいことではない。
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　10. 石岡高女
　教員の勤務期間は茨城県立石岡第二高等学校筑翠会『会員名簿　第五号』( 同会，昭和 25 年 ) 所
収「旧職員」を参照した。正確な勤務期間は判明しなかった。飯田武は図画担当に間違いはないが，
日本美術学校卒業した飯田武とすると，卒業年月と就任年月とが前後してしまうので，日本美術学
校卒業ではない可能性もある。
　11. 鉾田高女
　図画教員の勤務期間は，現在の鉾田第二高等学校の教示による。勤務期間が記された記念誌，学
校史等を見ることはできなかった。塙幹孝は茨城県師範卒業で多教科の一つとして図画も担当した。
文検で図画科教員免許も取得しようとしたらくしく予備試験合格までしている。上野治郎以降は図
画専門である。安東豊作は校長として赴任したが，大関タカが赴任するまで図画も担当した。
　12. 取手高女
　教員の勤務期間は茨城県立取手第二高等学校梅芳同窓会『会員名簿』( 同会，昭和 43 年 ) 所収「名
誉会員 ( 旧職員 )」を参照した。倉田政之，蓮田貞蔵と比較的長く勤務した教員は数教科を担当し
ており，図画専門ではないと思われる。ただ，蓮田は図画に関する論説「時局下の図画教育」を『茨
城教育』第 666 号 ( 昭和 15 年 ) に寄稿したことがあるので，図画専門教員としての意識があったか
もしれない。
　13. 下妻高女
　図画教員の勤務期間は，創立 80 周年記念誌編集委員会『同芳　創立八十周年記念誌』( 茨城県立
下妻第二高等学校，平成元年 ) を参照した。明治 36 年の女子文芸会，明治 42 年の私立絅文学校を起
源とする歴史のある伝統校。ただ，教員の勤務期間は断片的にしか判明しない。図画専門の教員は
昭和 16 年赴任の箱守清一，昭和 19 年赴任の粟野羣だけと思われる。粟野は昭和 40 年まで勤務した。
　14. 結城高女
　教員の勤務期間が記された記念誌，学校史等を見ることはできなかった。昭和 19 年に下妻高女
から転勤した箱守清一が最初の図画専門教員と思われる。
　15. 高萩高女
　昭和２年に松原実科高女として設立，昭和 17 年に高萩高女となる。図画担当が判明している教
員は，いずれも図画専門ではないと思われる。最初の図画担教員である圷徳一が茨城県師範卒業生
であることだけ判明した。
　16. 潮来高女
　教員の勤務期間は潮来高等学校百年史編集委員会『潮来高等学校百年史』( 潮来高等学校創立百
周年記念事業実行委員会，平成 17 年 ) 所収「職員一覧」を参照。多数の図画担当教員が勤務したが，
昭和 11 年に赴任した校長の小堀章が注目される。小堀は県会議長の長男で，東京美術学校図画師
範科大正２年卒業後に，栃木県宇都宮高女，栃木県女子師範，石橋中学の図画教員を勤めた。その
後帰郷して，町会議員及び商工会長をしていたが，懇請されて潮来女子技芸学校校長となった 7)。
校長として同校の高等女学校昇格に尽力した。校長を務めながらも，図画専門の人見きみが赴任す
る前は図画科も指導した。
　17. 那珂湊高女
　昭和 16 年に町立那珂湊高女，昭和 20 年県立，昭和 23 年に那珂湊女子高，昭和 24 年となったが，
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平成 21 年に那珂湊一高に統合された。図画教員は，昭和 22 年現在の田尻清，翌年の安藤春雄しか
判明しなかった。
　18. 水戸市立高女
　大正 15 年に設置された水戸市立高等女学校として設置された。昭和 23 年に県立水戸女子高等学
校になり，さらに翌昭和 24 年に水戸第三高等学校となった。水戸第三高等学校の名称は，まず昭
和 23 年に水戸第二高女へ与えられたが，同校はすぐ水戸第二高等学校に統合されたため，昭和 24
年に水戸女子高等学校が受け継いだ。大正 15 年の創立から戦後まで島田基が図画教員として勤務
する。島田は土浦中学の卒業生で，文検西洋画の合格者である。
　19. 岩井高女
　教員の勤務期間は，茨城県立岩井高等学校同窓会『会員名簿』( 同会，昭和 37 年 ) 所収「旧職員」
を参照した。いずれも図画専門ではなく他教科専門の兼坦教員と思われる。戦時中の図画担当教員
は判明しなかった。
　20. 大成高女
　創立九十周年記念誌編集委員会『大成女子高等学校創立九十周年記念誌』( 大成女子高等学校，
平成 11 年 )，『大成学園 100 年史』( 大成学園，平成 22 年 )，そして大成学園の教示他をもとに図画
教員のおおよその勤務期間を確定した。日本画家の鈴木霞村の後，林正三が赴任。林は水戸中学を
経て東京美術学校西洋画科を大正６年に卒業した。水戸中学の同窓である橘孝三郎と交流し，卒業
後は橘の農本主義運動に参画した。昭和７年の五・一五事件に伴って愛郷塾の農民決死隊に参加し
て検挙され，大成高女を退職した。水戸では菊池五郎を中心とする西洋画グループ「白牙会」の創
立メンバーであった。林の後任は菊池五郎が引き受けた 8)。
　21. 常磐高女
　学校法人常磐大学開学一〇〇周年記念史編纂室『常磐百年』( 学校法人常磐大学，平成 24 年 ) の「資
料編」を参照した。雨谷つぎは裁縫が専門である。女学校時代に図画科は設置されていなかったと
思われるが，図画兼坦したとする資料もあるので表中に入れた。酒泉真一の就任年月は，先の『常
盤百年』所収の資料により判明した。ただ，退任年月は昭和 20 年前後とだけしか言えない。酒泉
真一の経歴等は水海道中学の項で触れた。
　22. 水府女
　水戸市郊外河和田村赤塚にあった女学校である。昭和４年頃から林正三が図画を担当したとされ
る 9)。そして『茨城県学事関係職員録　昭和六年七月一日現在』にも林正三の名がある。しかし，
昭和７年は未確認であるが，昭和８年の『茨城県学事関係職員録』には，学校そのものが記載され
ていない。学校自体がどうなったのか不明である。
　23. 好文実科女
　水戸市上市大坂町にあった実科女学校。昭和４年中は林正三が図画を担当したとされる 10)。昭和
５年の『茨城県学事関係職員録』に図画担当として飯田芳文，昭和６年，８年のそれには酒泉真一
が名が確認できる。昭和 9 年以降は学校自体についても判明しなかった。
　24. 助川高等実科女
　大正 14 年の助川裁縫女学校，昭和６年に助川高等家政女学校を併設した。昭和 18 年に助川高等
家政女学校に統合され，戦後は日立女子高を経て現在の明秀学園日立高となる。戦前に小川一夫，
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戦後に斉藤勇太郎，香取徳が図画を担当したことしか判明しなかった。小川一夫は茨城県師範を昭
和７年に卒業した。
　25. 茨城商業女
　水戸女子高等学校『水戸女子高等学校　創立八十周年記念誌』( 同校，平成 25 年 ) を参照した。
昭和６年創立時の菊池五郎の勤務は，『茨城県学事関係職員録　昭和六年七月一日現在』により確
認した。その後，昭和 12 年まで図画科は設置されなかったと思われる。昭和 12 年に東京美術学校
日本画科卒の斉藤久米が赴任し，昭和 34 年まで勤務した。斉藤は図画とともに商業美術も教えた。
商業美術とは，図案を中心とする広告宣伝や商品展示に応用できる内容であったと思われる。
　26. 清香女
　土浦にあった女学校で，戦後までは継続しなかった。昭和 15 年の『茨城県学事関係職員録』まで学
校の存在は確認できる。現在のつくば国際大学高等学校の前身，昭和 21 年に創設の土浦第一高等女
学校へ併合されたとする資料もあるが，つくば国際大学高等学校では確認できないとのことである。
　27. 昭和女
　前項の清香女学校同様，土浦にあった女学校で，本項での記載すべき内容も現時点では清香女学
校と全く同じである。
　28. その他　石塚実践女　私立松原裁縫女
　石塚実践女学校は昭和 5,6 年の『中等教育諸学校職員録』，私立松原裁縫女学校は昭和 15 年の『茨
城県学事関係職員録』で図画担当者が確認される。しかし，学校及び教員ともに詳細は不明である。

４　実業学校

　1. 水戸農
　大正 14 年の『中等教育諸学校職員録』に加瀬淡の担当科目の一つに図画がある。『水農史』第２
巻 ( 昭和 49 年 ) で加瀬の帝大農学部卒業と赴任年月は確認できた。ただ，大正 14 年以外に図画が
教えられたとする資料がない。
　2. 石岡農
　大正 10 年，11 年の『中等教育諸学校職員録』で比企貞四郎雨の図画兼坦を確認できた。大正 14
年からは図画科がなかった。　
　3. 取手農
　昭和２年の『中等教育諸学校職員録』で打越又三郎の図画兼坦を確認した。ただ，その後の打越
の担当教科からすると，同書の打越の担当教科の表記「図」は「国」の誤植の可能性もある。
　4. 水戸工業
　教員の勤務期間は水戸工業高校百年史編集委員会『水戸工業高校百年史』( 茨城県立水戸工業高
等学校，平成 22 年 ) を参照した。村山秀雄，中村政次郎は東京高等工業学校図案科の卒業である。
その経歴から図学・図案系の内容を指導したと推測する。昭和 14 年に菊池五郎，昭和 15 年に酒泉
博が図画教員として赴任する。
　5. 水戸商業
　図画教員の勤務期間は『水商百年史』編集委員会『水商百年史』( 茨城県水戸商業高等学校創立
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百周年記念事業実行委員会，平成 14 年 ) 所収「旧職員一覧」を参照した。東京美術学校図画師範
科や東京あるいは京都高等工業学校図案科を卒業した図画教員が代々続き，充実した図画教育がな
されていたことが想像できる。
　6. 下館商業
　図画教員の勤務期間は，『下館一高史』( 茨城県立下館第一高等学校，昭和 55 年 ) を参照した。
図画担当教員は図画専門ではなく，体操科や商業科専門教員が兼坦していた。
　7. 古河商業
　『中等教育諸学校職員録』及び『茨城県学事関係職員録』『茨城県職員録』等を参照した。半谷悌
三郎が長く英語と図画を教えたが，経歴等は不明である。
　8. 湊水産商業
　図画教員の勤務期間は，湊商業湊一高百年史編纂委員会『湊商業　湊一高百年史』( 茨城県立那
珂湊第一高等学校創立百周年記念事業実行委員会，平成 13 年 ) 所収「湊商業・湊一高職員一覧」
を参照した。古河商業の半谷悌三郎と同じように，関一が英語と図画を長く教えたが，関の経歴等
は不明である。

註

1) 金子一夫「近代日本の中等学校図画教育と白牙会会員」『ようこそ白牙会展へ』（茨城県つくば美術館 , 
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付記

1. 本稿執筆に際して，多くの高等学校にご教示を受けた。また，茨城県立図書館からは特別に資料の閲
覧をさせていただいた。御礼申し上げます。

2. 本稿内容に関しては，平成 25 年度科学研究費助成事業 ( 学術研究助成基金助成金 ) の交付を受けた。
基盤研究 (C). 課題番号 25370126。


